
※法律の施行は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内で法令で定める日からとなります。

動物愛護に関する基本指針や推進計画が定められます。

動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するため、

環境大臣は基本指針を定めます。

都道府県は、基本指針に即して、動物愛護管理推進計画を定めます。

動物取引業が
届け出制から登録制になります。

悪質な業者は、登録を拒否されたり、登録

の取り消しや業務停止命令を受けます。

氏名や登録番号を記した標識の掲示が義務

づけられます。

「動物取扱責任者」の選任及び都道府県知

事等が行う研修会の受講が義務つけられま

す。

新たに、動物とのふれあい施設、インター

ネットによる動物の販売等の飼養施設を持

たない業者にも登録が義務つけられます。

動物の健康と安全の確保に加えて、鳴き声

等による迷惑の防止も義務つけられます。

※動物取扱業 動物の販売（その取り次ぎ及び代理を含む）、保管、貸し出し、訓練、展示、

（動物とのふれあいの機会の提供を含む）等を行う業のことを言います。

子犬や仔猫の時期は、発育過程の中で特に大きな時期（社会化期）です。

この時期にケージの中で単独で飼われたり、人から十分な愛情が注がれないと、

問題行動を起こす犬やねこになりがちです。社会化が十分進んでいない幼齢な子犬や仔猫

の譲渡は、動物と飼い主の両方にとって好ましくないことなのです。



個体識別措置の普及促進を図ります。

動物の所有者を明らかにするために、

個体識別措置を行うよう努めなけれ

ばなりません。

そのガイドラインは環境大臣

が定めます。

特定動物の飼養が
全国一律の許可制となります。

特定動物の使用をする場合、都道府県

知事等の許可が必要です。許可に当た

っては、マイクロチップ等の個体識別

措置が義務づけられます。

※特定動物 クマやワニなど、人の生命等に外を加えるおそれが

ある危険な動物です。

その種類は、政令で定められます。

マイクロチップは、皮膚の下に埋め込む小さな電子機器器具（ＩＣチップ）です。

マイクロチップを装着していると、動物が迷子になっても、すぐに身元が確認出来

飼い主の元に戻ってきます

原寸

（直径２ｍｍ、長さ１２ｍｍ）



学校、地域、家庭での
動物の愛護管理の普及啓発を推進します。

動物の愛護管理の普及啓発を推進するため、教育活動等が行われる

主な場所として、「学校、地域、家庭等」と明記されます。

実験動物の
福祉の向上を図ります。

配慮事項として「３Ｒの原則」が

明記されます。

罰則等が強化されます。

愛護動物に対する虐待や遺棄の
罰金が、３０万円以下から
５０万円以下に引き上げられ
ます。
動物の所有者は、動物由来感染
症の予防のための注意を払うよう
に努めなければならないなどの各
種措置が盛り込まれています。

※愛護動物 牛、馬、めん羊、やぎ、犬、ねこ、

いえうさぎ、鶏、いえばと及びあひる。

これらのほか、人が飼っている哺乳類、鳥類、爬虫類。

国際的に普及、定着している動物実験及び実験動物の福祉の基本理念です。

動物の苦痛の軽（Ｒｅｆｉｎｅｍｅｎｔ）、使用数の削減（Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ）、代替法の活用（Ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ）の事を言います。

Owner
ノート注釈
愛護動物の遺棄・虐待に関しては、「５０万円以下の罰金」が「１００万円以下の罰金」に改正されました。




